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	応用
	抗原情報
	背景
	p53は多様な細胞ストレスに反応し、細胞周期停止、アポトーシス、老化、DNA修復、あるいは代謝変化を誘導する標的遺伝子を制御します。p53タンパク質は正常細胞では低レベルで発現していますが、様々な形質転換細胞株では高レベルで発現しており、形質転換や悪性腫瘍の形成に寄与すると考えられています。p53は、転写活性化ドメイン、DNA結合ドメイン、およびオリゴマー形成ドメインを含むDNA結合タンパク質です。p53結合部位に結合し、増殖や浸潤を阻害する下流遺伝子の発現を活性化することで、腫瘍抑制因子として機能すると考えられています。様々なヒト癌において高頻度に発現するp53変異体は、コンセンサスDNA結合部位に結合できず、腫瘍抑制活性を失ってしまいます。この遺伝子の変異は、ヒト悪性腫瘍における体細胞変異だけでなく、リ・フラウメニ症候群を有する癌発症しやすい家系における生殖細胞系列変異としても認められます。選択的プロモーターと多重選択的スプライシングに起因する複数のp53バリアントが発見されている。これらのバリアントはそれぞれ異なるアイソフォームをコードしており、p53の転写活性を制御することができる。
	研究分野
	アポトーシス、PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	HEK293細胞溶解物に対するp53マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析(1)。
	

	パラフィン包埋ヒト食道癌 (左) および肺癌 (右) の免疫組織化学分析。DAB 染色による p53 マウス mAb を使用して核局在を示しています。

